
チョウトンボは池の生態系の□□□□□□です。

□□□□は日本固有のチョウチョウウオです。

□□□□は別名リョウリユリとも呼ばれます。

都内では、□□□種類ものトンボが確認されています。

□□□□□の幼虫はアワブキやヤマビワの葉を食べます。

□□□□は別名「八丈草（はちじょうぐさ）」とも呼ばれます。

□□□□□は「くさや」を作るのに最適な魚です。

□□□□は水面に落ちてきたウンカの幼虫を食べます。

ポリネーターは植物の□□□□を助けます。

□□□□□は樹上におわん型の巣を作ります。

お盆の頃に咲く□□□□は「盆花」や「精霊花」とも呼ばれます。

モツゴは別名□□□□とも呼ばれます。

「モズの□□□□」は秋の訪れを知らせます。

□□□□が都内で増えているようです。

ツマグロヒョウモンの幼虫は□□□科の植物を食べます。

外来種を探す時は手すりなどの□□□□□□にも注目です。

クビアカツヤカミキリの幼虫は、「□□□」を大量に排出します。

流れがゆるくなっている場所＝「□□□」がいきもの探しのポイントです。

アライグマの足跡の特徴はくっきりとした□本指です。

島しょ部ではカエル類が「□□□□外来種」として問題になっています。
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いきものコレクションアプリ「Biome（バイオーム）」で、2023 年 8月 3日～9月 30 日まで開催している
『東京いきもの調査団 2023 夏編』のクエストからの出題です。

アプリ内のクエストにヒントが書かれています。ぜひ挑戦してみてください！

無料アプリ Biome で開催中の
「東京いきもの調査団」の
クエストをチェックしよう！

ヒント

アプリストアへ

https://ikimono.tokyo

「東京いきもの調査団」では東京
都・専門家・都民が一体となり、
市民科学の力をかりて「みんなで
つくる野生生物目録」の実現を目
指しています。
東京都内に暮らす一人ひとりが調
査員です。都内のあらゆる場所に
生息・生育する動植物の情報を集
めることで、リアルタイム性と網
羅性を兼ね備えた野生生物目録が
完成します。

答えは
数字かひらがなで
記入してね !


